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柴 田 義 松�
（東京大学名誉教授）�

道具と人間�

　現場教師との協同による授業研究を通して学校のカリキュラム編成や教育方法の実践的研究に取り組んでこられた。日本カリキュラム
学会代表理事，日本教育方法学会代表理事を歴任。近著に，「21世紀を拓く教授学」，「学び方の基礎・基本と総合的学習」，編著「道具と
人間」全3冊（以上，明治図書），「教育課程―カリキュラム入門」（有斐閣），翻訳ヴィゴツキー「思春期の心理学」（新読書社）などがある。�

シバタ　ヨシマツ�

　すべての生き物は，まわりの自然と深くかか�

わって生きている。人間も同様だが，人間は特�

別のかかわり方を�し�ている。自然にあるものを�

加工�し�て道具を作り，その道具を使って自然に�

働きかけている。人間は，道具によってまわり�

の自然を大きく変えるとともに，自分自身の生�

き方をも大きく変えてきた。�

　人間の人間ら�し�さ�（人間性）�とは何かを理解す�

るとともに，自分自身の生き方についても深く�

考えるような人間観を子どもたちに育てるうえ�

で「道具と人間」とのかかわりを追究すること�

は重要な意味をもつ。このように考えて，私は�

人�間�学�研�究�会�の�同�志�（�小�原�秀�雄�・�岩�田�好�弘�そ�の�

他）�とともに�「道具と人間」�を基本テーマとする�

カリキュラムの開発を数年前から手がけてきた�

が，それがこの３月にシリーズ『道具と人間―�

人間を学ぶ総合的学習の勧め』小学校中学年と�

高�学�年�プ�ロ�グ�ラ�ム，中�学�校�プ�ロ�グ�ラ�ム�（�明�治�図�

書）�の３冊と�し�て刊行されることとなった。�

　人間についてこのようにまとまった形で総合�

的に学ばせるという試みがこれまでにまったく�

なかったわけではない。もっとも有名なのは，�

アメリカのブルーナーが中心となって1960年代�

半ば�に�開発�し�た「人�間�：学�習�コー�ス，Man：A 

Course of Study」�（略称MACOS）�である。�

　MACOSが教育目標と�し�たのは，�「人間はなん�

とすばら�し�い種であるか―人間はいろいろなこ�

とを考えることができ，文化によって自分自身�

の力を拡大�し�成長�し�ていくことができるといっ�

たことの理解を子どもたちに与えてやりたい」�

ということであった。当時は科学技術革新の時�

代であり，人間の未来についてもかなり楽観的�

な見方に立っていたように思われる。�

　人�間�性�へ�の�信�頼�は�基�本�と�な�ら�ね�ば�な�ら�な�い�

が，深刻な環境問題を抱える地球時代21世紀に�

生�き�る�子�ど�も�た�ち�に�は，も�う�少�し�違�っ�た�人�間�

観・世界観も必要とするのではないかと私たち�

は考え，次のような柱を立てて各冊の内容を構�

成することに�し�た。�

　①人類は，道具を不可欠とする生活をするこ�

とによって人類となった。②道具と生活，その�

関係は歴史的に変遷する。③道具が発達�し�て，�

人�類�は�さ�ま�ざ�ま�な�地�域�に�生�活�す�る�よ�う�に�な�っ�

た。多様な自然のなかで生活と道具，自然との�

かかわりは多様になった。④道具が発達すると�

生活が複雑になった。生活が複雑になるとさま�

ざまの新�し�い道具が生まれた。⑤道具は不要に�

なり老朽化すると解体され，作り替えられ，廃�

棄される。⑥道具の変化は，生活を束縛�し�，生�

活・環境を破壊することがある。⑦道具の発達�

は，人間の精神文化の変化と結びついていた。�

　本シリーズの読者対象は主に小・中学校の教�

師だが，図版を多く�し�て授業づくりや教材開発�

に直接役立つように�し�た。家庭科の教育にも深�

い関係がある内容なので，いろいろとご検討く�

ださり，ご忠言をいただければ幸いである。�
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平成17年度用小学校家庭科教科書�

｢わたしたちの家庭科｣の�
改訂にあたって�

生活を�
見つめ�
気づく�

・やって�
  みる�
・調べて�
  みる�
�

生活に�
生かす�

工夫する�
�

は�じ�めに�

　平成14年度から，�新�し�い教育課程が実施となり，�各学校，�

先生方におかれま�し�ては，新教育課程・完全学�校週五日制�

に対応するためのご研究や�実践に取り組まれ，日々ご�精励�

のことと存�じ�ます。�

　各�学�校�で�使�用�さ�れ�る�教�科�書�に�つ�き�まし�て�も，私�達�著�者�

は，新学習指導要領につい�て深く研究を重ねるととも�に，�

各地域の中に生きる児童を�頭にえがきながら「生き生�きと�

家庭科を学ぶ」姿を目指�し�て編集�し�てきま�し�た。�

　現在，各学校や地区では�，すでに平成17年度から使�用す�

る新�し�い教科書についてのご検討�がすすめられていること�

と思います。�

　平成17年度用の新教科書�は，平成14年度から完全実�施さ�

れた新教育課程，新学習指�導要領のもとで使用される�２巡�

目のものとなります。�

　平成14年度用�（現行本）�教科書編集時からすで�に数年を経�

ま�し�た。この間，全国の多くの先�生方からは教科書に対す�

る�貴�重�な�ご�意�見�や�ご�指�摘�を�頂�き�まし�た。改�訂�す�る�に�あ�た�

り，これらを踏まえるとと�もに，児童の学びのようす�を基�

に�し�て，さらに社会や時代の変化�に一層対応する能力を育�

てることを目指�し�て検討を重ねま�し�た。幸い，多くの全国�

の先生方にご支持いただい�ておりますことを自信と�し�，現�

行本のよさを生か�し�つつ，更に新�し�い視点を盛り込みなが�

ら編集いた�し�ま�し�た。�

　以下に，平成17年度用教�科書編集の方針，特に留意�し�た�

ことなどについて記�し�てみることと�し�ます。�

　�

1．新教科書編集の基本方針�

　全ページにわたり，以下�の視点を重視�し�，改善を図って�

います。�

●�児童の「関心・意欲・態�度」に注目�し�，主体的な学習へ�

の取り組みができるよう�にすること�

●�学習�し�たことを一人ひとりの児�童なりに家庭生活に生か�

すことができるような「題�材の構成」や「学習の展開�」�

を工夫すること�

●�基�礎�的�・�基�本�的�な�知�識�や�技�能�の�確�実�な�習�得�の�上�に�応�用�

的・総合的な学習を積み上�げられるように，学習の系�統�

性を重視すること�

●�人や環境との共生について�理解を深め，身近なところ�か�

ら考え実践的な態度を育て�ること�

●�「発展的な学習」�を検討�し�，児童一人ひとりの興�味や関心�

に応�じ�て深めることができるよう�にすること�

●�教師の授業へのイメージや�指導が容易になるように，�紙�

面や題材の展開を工夫する�こと�

　�

2．教科書改善の特徴�

①主体的に工夫�し�て学習をすすめる�とともに，楽�し�みなが�

ら学ぶ観点から�

　全題材ともに，ものや人と�かかわりながら，児童の「�思�

い」や「気づき」から出発で�きるように留意�し�ま�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　児童が自ら学習をすすめる�ためには，まず，自分の生�活�

に関心をもち，見直�し�てみることによっての気づ�きが重要�

です。その上で，実行�し�たり調べたりすることが�可能とな�

ります。�

　実行�し�たことや調べたり�し�たことをもとに�し�て，さらに�

工夫をするためには，教師や�友達からのヒン�ト�が必要とな�

り，その観点から紙面の構成�を工夫�し�ま�し�た。�

②学習の系統性に注�目�し�て，基礎的・基本�的な事項を身に�

つける観点から�

　実習や製作においては，児�童の思考の流れに沿って，�手�

順や図解を示すことが求めら�れます。�
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櫻井 純子�
女子栄養大学教授�

元文部科学省主任視学官�
著者代表�

　新教科書では，教科書を�開いて手順を追いながら学ぶ�こ�

とによって，児童一人ひと�りの基礎的・基本的な技能が�身�

につき，途中で疑問に思う�ことなども，�「キャラクター」�と�

いう学習案内人のヒン�ト�によって，児童自ら知識�と�し�ての�

理解が深められるように�し�ま�し�た。�

　構成や配列については，�教科「家庭科」の特徴を踏ま�え�

て，�その系統性に特に注目�し�て構成�し�ています。�たとえば，�

伝統的に日本人の食事と�し�て根づいている「ごはんとみ�そ�

し�る」を食事の基本単位と�し�てとらえ，この「ごはんと�み�

そ�し�る」をまず早期に学習させま�す。その上で「ごはんと�

みそ�し�る」におかずを加えること�によって，１食分の食事�

が成り立つことに気づかせ�，その後に学習する食物に関�す�

る内容に興味・関心をもっ�て，学習を広げていくことが�で�

きるような構成に�し�ています。さらには，他教科�で学習す�

る�「�稲の学習」�や，�「総合的な学習」�などの，各行事に沿わ�

せた取り組みに発展させる�ことも可能となります。�

③人や環境と調和を�図って生活する能力�を育てる観点から�

　21世紀を担っていくこと�になる児童にとって，人と人�と�

が共生する社会，人と環境�とが相互にかかわりあいなが�ら�

生活する社会が重要である�ことは言うまでもありません�。�

　児童が，これからの社会�において，家庭科の学習を通�し�

て，どのような視点をもち�，どのような対応が求められ�る�

かを明確に�し�，授業に取り組んでいくこ�とが必要となりま�

す。そのためには，まず「�自分の生活を見つめ，自分で�で�

き�る�一�つ�ひ�と�つ�の�行�動�が�環�境�保�全�や�共�生�に�つ�な�が�っ�て�い�

る」ことを�し�っかり自覚させることが大�切で�し�ょう。�

　授業においては児童に，�現実を見据えた中で生活の課�題�

に取り組み実践�し�ていこうとする意欲を�育てる工夫が必要�

となります。�

　教科書には多くの実例を�掲載�し�，共に生きるということ�

はどのようなことか，環境�に配慮するということとは何�か�

などを考えていく手がかり�となるように�し�ま�し�た。�

　さらに，これからの社会�は，児童が自分の考えをもっ�て�

ものや金銭とかかわることが�できることがますます重要と�

なってきます。�

　小学校高学年になりますと�，児童が自分で文房具を購入�

し�たり，日常の買い物に参加�する場面も増えてきます。そ�

の場面場面では，児童は消費�者と�し�ての意志決定を迫られ�

ます。意志決定をすることは�どういうことか，どのような�

情報や行動が求められるのか�を，具体的な例で考えられる�

ように教科書の場面構成を工�夫�し�ま�し�た。�

　たとえば，教科書では「欲�し�いものがあるとき，どうす�

ればよいだろう？」から始ま�り，計画→選択→購入のプロ�

セスが，明示されています。�あわせて，�「ものの使い方」�と�

し�ては，�「衣服の一生」�を例に�し�て，児童が自分の生活の中�

④教科書で授業がイメ�ージできる観点から�

　本来，授業は，その地域・�学校・児童の実態を踏まえて�

作られた計画の下にすすめら�れるものですが，学校週五日�

制の影響などで日々の時間の�管理が難�し�くなった等，耳に�

することがあります。�

　また，子ども一人ひとりを�見とり，その特性を生か�し�た�

学習指導をすることも一層求�められています。これらの状�

況の中ではますます，先生方�にとって授業が�し�やすく，児�

童にとっては学びやすい教科�書が必要となってきます。�

　そのため，改訂にあたって�は，紙面の中に，学ぶ内容，�

学ぶ手だて，学習の展開，そ�し�て学んだことが生活に生か�

せることを示�し�て，教師・児童の双方が授�業について実感�

できるように工夫を�し�ま�し�た。�

　系統性をもった構成や配列�は勿論のこと，教科書の紙面�

によって学ぶ内容が容易にイ�メージできるようになってい�

ます。�

　こ�の�教�科�書�に�よ�っ�て�児�童�が�家�庭�科�を�学�習�す�る�こ�と�に�よ�

り，確かな生活力を身につけ�ることができる，と著者一同�

は確信�し�ています。�

での持ちものの見直�し�をすることによって，計画�的なもの�

の使い方に取り組めるように�なっています。�
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ナガイ  コズエ�
横浜市生まれ。横浜市教育センター研究員時代，「調理学習における
科学的能力の育成」，「下着の着衣に関する研究」の論文発表。横浜
市教育委員会指導主事（小・中・高の家庭科担当），横浜市立東中田小・
白幡小学校校長，横浜国立大学講師，学習指導要領（小学校家庭科）
作成協力者，全国小学校家庭科研究会副会長，横浜市，神奈川県家
庭科研究会会長を歴任。著書に「家庭科教材研究の仕方」（教育開発
情報センター），共著「小学校家庭科2食物」（明治図書），「新しい家
庭科よい授業の条件」（東洋館出版）ほか。�

◎教科書で課題を�発見�

　何気なく日々を過ご�し�ている子どもにとって�，家庭生活�

を意識�し�て見つめさせれば，様々�な発見や驚きが必ずある�

はずです。生活の�し�かたは，それぞれ多様です�が，人間が�

生活をするということの基�本は変わりなく，家族が協�力�し�

合って生活を�し�ていることに気づかせた�いと思います。�

　そのためには，教科書に�書かれている内容を通�し�て，現�

実の生活を見ていけば，知�らなかったことや疑問に思�うこ�

と，やってみたいことなど�が見つけられ，内容の理解�や実�

践�し�ていくうえで，大きな支援と�なることは言うまでもあ�

りません。�

　家�庭�科�の�教�科�書�は，経�験�の�少�な�い�子�ど�も�に�学�ぶ�目�を�育�

て，課題を「見つける」大�きな手がかりとなる役割が�あり�

ます。�

　�

◎子どもの「思い�」を課題に�

　生活を見つめて，�見つけたことに対�し�て，�子どもは，�「ど�

う�し�てかな」�，�「調べてみたい」�，�「やってみたい」�，�「作って�

みたい」�，�「こう�し�たい」など，いろいろな「思�い」をもっ�

ています。�

　その「思い」は，軽い思�いつきであったり，単なる�ひら�

めきであったり�し�て，明確な課題とならないも�のもありま�

すが，これらの漠然と�し�た子どもの「思い」を�大切に取り�

上げ，まとめや整理をさせ�たり�し�ながら課題がつくれるよ�

うに支援�し�ていくことが大切です。�

　�し�か�し�，子どもの「思い」は自�分の力を超えて広がり，�

できると思い込んで�し�まう場合があります。こ�れを「子ど�

もの主体性」�，�「個を生かす」ことと思い�込み，基礎的・基�

本的な内容を十分指導がで�きなかったり，時間がかか�って�

し�まうこともあります。�

　この場合の重要な役目を�するのが教科書であります�。調�

理や製作などの手順や作り�方，材料など，教科書を見�なが�

ら自分の�「思い」�と�比べ，�見直�し�ていくように�し�ます。�また，�

住まい方や家族，環境，消�費などにおいては，気づき�にく�

い内容のため，教科書が課�題発見に大いに役立つので�す。�

　�

◎自分の生活へ生�かす力�

　現代の生活は便利で，特�に生活に関する知識や技能�を習�

得�し�なくても困らないと考える風�潮も見られます。�
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　小学校家庭科では単に�技能だけではなく，学習によ�って�

身につけた力を自分の生�活に生か�し�ていくことです。その�

なかで，家族やまわりの�環境，人々とのかかわりなど�に生�

きて働く力となって実践�し�ていくことができるように�する�

ことです。人と�し�て生活する確かな学力と�し�て身につけ，�

自分の生活上の課題に自�ら向かい，実践できるように�なる�

ことです。そ�し�て，子ども自ら生活を�見つめ，見つけたこ�

とに「思い」を持ち，確�かな課題と�し�て必要な基礎的・基�

本的なことがらを獲得�し�ていこうとする意欲的な態度�を育�

てていくことが大切だと�思います。�

　�

　�

　�

　�

　�

〈見つけたこと〉�

・いろいろな用具がある�。�

・ぬい方もいろいろある�。�

・ボタンもついている。�

〈思ったこと〉�

・針や糸を使ったことが�あるので，早く作りたい。�

・マスコッ�ト�みたいなものを作りたい�。�

・�ビ�ーズもつけたい。�

・自分のワッペンを作り�たい。�

・作れるかな。�

・やさ�し�いのでいい。�

〈課題をつかむための支�援〉�

・教科書をよく見てわか�らないところ，できるように�なり�

たいことを見つけるよ�うにする。�

・作りたいものを教科書�，実物見本などを参考に�し�て決め�

るようにする。�

・用具の使い方を調べる�。�

・教科書，実物見本を見�ながら，縫い方を調べる。�

・作る時間，材料，目的�など必要な事項を知らせる。�

〈主な課題〉�

・初めてなので，フェル�ト�でワッペンを作る。�

・ペンケースを作ろう。�

・ミッキーのハンカチを�使ってティシュペーパー入れ�を作�

ろう。�

・作る時間に合わせて計画�を立てよう。�

・場所によって糸の色をか�えてみよう。�

・ボタンがついた小物入れ�を作ろう。�

・糸で試�し�に作って大きさを決め�よう。�

・玉どめ，玉結びを練習�し�ておこう。�

・色の組み合わせを工夫�し�よう。�

　�

◎教科書の効果的な�活用�

　教科書は，子どもが自分�の課題のもとに学習を進めよ�う�

と�し�たとき，調べる手引きの一つ�と�し�て最も信頼できる道�

標の役目があります。ひと�りでやってみる場合も，教科�書�

で材料や手順，作り方を調�べることができます。�

　また，基礎的・基本的な�知識や技能においても興味・�関�

心をもって，自ら習得�し�ようとする意欲も高まり�ます。さ�

らに，�生活のなかで実践�し�ていく上でも確かめたり，�応用，�

発展させたりすることもで�きるのです。�

　�し�か�し�，単に教科書の内容を教�えるのではなく，子ども�

や地域の実態を十分に把握�し�，効果的に活用�し�ていくこと�

が，指導の工夫とともに重�要と考えています。�

「思い」や「見つけた�」ことを学習課題に�し�ていく授�

業の工夫（例）�

針と糸を使って作って�みよう�

みち�

し�るべ�

平成17年度用小学校家庭科教科書に掲載作品例�

ネームプレート� マスコット�

ティッシュペーパー入れ�小物入れ�
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タカギ  ナオ�
大阪府生まれ。共立女子短期大学助手，山形大学教育学部助手を経て，
現在山形大学教育学部教授。著書に共著「小学校家庭科指導の研究」
（建帛社），共著「生活を創るライフスキル 生活経営論」（建帛社），
共著「米（食と農）からはじめる総合的学習－消費者の視点から－」（か
もがわ出版），共著「家庭科の授業をよむ」（ドメス出版），共著「中
学校家庭科教育へ向けて 授業を拓く」（教育図書）ほか。�
�

は�じ�めに�

　新学期を迎え，子どもた�ちは気持ちも新たに新�し�い教室�

で新�し�い教科書を手に�し�，これからの学習に目�を輝かせて�

いることで�し�ょう。このような未来を背�負った子どもたち�

の姿にふれると，教科書を�使う人，作る人，検定する�人の�

責任の重さを感ぜずにはお�られません。�

　�

1．教材と�し�ての教科書�

　教育目標を効果的に達成�するために，これまで各種�の教�

材や教具が開発されてきま�し�た。教材は，子どもたち�が自�

分を取り巻く世界を認識�し�ていくときに媒介となって�働く�

ものすべてを指�し�ていると言えますが，�とりわけ，�意図的・�

計画的に教育がなされる学�校においては大きな意味を�もっ�

ています。特に教科書は教�材と�し�て最も一般的であり，重�

要なものであることはいう�までもありません。�

　�し�か�し�近年では，子どもたちの�まわりには教科書以外の�

情報源がさまざまに存在�し�，居ながらに�し�て世界の最新の�

情報をキャッチすることが�できるようになりま�し�た。その�

ことによって，学校の機能�や教科書のもつ意味が，情�報量�

の少なかった時代とは異な�り，改めて教科書をどう使�うか�

考えていく必要が出てきた�と言えるで�し�ょう。�

　�

2．検定教科書の限界�

　ところで，教科書が日の�目を見るには文部科学省の�検定�

を通らなければなりません�。学習指導要領の内容を不�足な�

く取り上げているか，範囲�を逸脱�し�ていないか，表記に誤�

りがないか，不適切な表現�はないか，特定の主義や信�条に�

偏っていないか等，細かい�項目にそってチェックされ�，不�

適切と判断された部分は修�正が求められ，場合によっ�ては�

不合格となります。では，�検定に合格�し�，教師や子どもの�

手元に届いた教科書は，間�違いのない安心�し�て用いること�

のできる理想的な教科書と�言えるので�し�ょうか。仮にそう�

であると�し�たら，検定の一部に行き過ぎ�があったと判決が�

出された「家永教科書裁判�」は起こらなかったで�し�ょう。�

　また，1996年の高等学校�家庭科教科書４冊不合格の�件な�

どは，検定の在り方にまで�議論が及び，検定制度にさ�まざ�

ま�な�問�題�が�含�ん�で�い�る�こ�と�を�露�呈し�た�例�と�言�え�る�でし�ょ�

う。�

　教科書は，日本中の全児�童・生徒が手にするもので�ある�
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平成17年度用小学校家庭科教科書の紙面例�

3．十分な学習計画の下での�教科書活用を�

　前述のように教科書は�，検定によって編著者の意図�が全�

て通るとは限らず限界が�ありますが，多くの研究者や�教育�

者によって検討が重ねら�れ，時間をかけて作られた，�他に�

類を見ない重要なもので�もあります。�し�かも，子どもたち�

全員に行き渡る教材です�から限界を十分理解�し�た上で有効�

に使うことが大切です。�

　実践報告会や研究集会�で授業実践を見せていただく�と，�

すばら�し�い実践に出会うことが�たびたびあります。それら�

に共通�し�ていることは，その単�元の学習�（教育）�目標が�し�っ�

かり�し�ていることや，有効な学�習方法を用いて子どもに課�

題を持たせ，その課題へ�の取り組ませ方が適切である�こと�

などを挙げることができ�ます。そんな授業では，子ど�もた�

ちが目を輝かせ，心から�「わかった」�「おも�し�ろい」�「もっ�

とやりたい」と思える授�業になっています。教科書に�は，�

大人側が定めた子どもに�知ってほ�し�い内容，覚えてほ�し�い�

内容，できるようになっ�てほ�し�い内容が効率よく盛り込ま�

れています。�し�か�し�，�それらは必ず�し�も子どもが学びたい，�

知りたい，やってみたい�ことと合致�し�ているものばかりと�

は限りません。また，た�くさんの情報が記載されてい�るが�

ゆえに問題解決学習や討�論などをさせにくい場合も起�こっ�

てきます。教科書にはど�う�し�ても正�し�い答え，あるいは正�

し�いと思わせるような答�えが用意されており，読んだ�だけ�

でわかった気になって�し�まう危険性もはらんでいます�。教�

科書が中心になると，自�分で問題を発見�し�たり，考える力�

を育てにくくなって�し�まいます。�

4．生活実感の伴う学習を�

　言うまでもなく，教師は�目の前にいる子どもの実態を�み�

ながら授業の方法を考え，�教材を選択�し�ていく必要があり�

ます。特に家庭科は，子ど�もたちの生活を学習対象に�し�，�

自分の生活を切り拓いてい�く力をつけようと�し�ています。�

子どもたちには個々の生活�があり，地域の生活文化の中�で�

暮ら�し�ています。�し�か�し�，教科書は全国一律に使�用するた�

めに，地域色を出�し�たり，個別の事例を掲載する�には限界�

があります。子どもの生活�認識は教科書にある架空の家�庭�

や地域のことではなく，自�分の生活であり，自分がどう�意�

思決定�し�行動するかが重要なので�す。そのためには，教科�

書をどう使い，他の教材を�どう活用�し�ていくかはとても大�

切なことであり，教師の力�量を大いに発揮するところと�な�

るで�し�ょう。�

引用文献�

１）中内敏夫著『新版教材と教具の理論』あゆみ出版p.23,1990�

２）鶴田敦子著『家庭科が狙われている』朝日新聞社p.133,2004

だけに，公正さや中立性�が求められますが，限界があ�るの�

も事実です。�そのことについては中�内は，�「…その在り方を�

めぐって，各時代の為政�者や知識人が深く関心を示�し�てき�

た教材である。教科書に�対�し�て知識人だけでなく，政�治指�

導者層の関心が高かった�のは，その素材になる文字文�化が�

官僚制�（広い意味での）�に結びついて発達�し�てきたからにほ�

かならない」�1）�と述べ，鶴田は�「教科書検定制度は，記�述内�

容に間違いがないように�するための点検というより，�国家�

の教育政策を浸透させて�いくための制度であることは�，言�

うまでもありません」�2）�と指摘�し�ているように，検定制度自�

体，ひいては学習指導要�領の内容自体にそのときの為�政者�

の意図が反映�し�ていることは否めませ�ん。�
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小家の実践�

家族とのかかわりの中で自らの生活を工夫する�
子どもの育成をめざして�

岐阜県 岐阜市立加納小学校   吉村　良�

は�じ�めに�

　本校は歴史の町の中にあ�り，学校は加納城の跡地に�建て�

られています。地域の人た�ちは，学校に対�し�て理解と協力�

を示�し�，�「わが学校」�と�し�て誇りをもっています�。また，三�

世�代�家�庭�が�多�く，約�七�割�の�子�ど�も�が�祖�父�母�と�同�居�し�て�お�

り，とても落ち着いた地域�であります。こう�し�た地域の特�

色から，次のような子ども�を育てていくことが大切で�ある�

と考えま�し�た。�

　�

　�

　�

　�

1．研究内容�

　具体的には，次のような�研究内容と�し�ま�し�た。�

　�

　以下，研究内容�（１）�，�（２）�について「あたたかいご�はん�

とみそ�し�るを作ろう」�（５年生10月～11月実践）�で述べてみ�

たいと思います。�

　�

2．研究内容�（１）�について�

　題材を通�し�て，家族とのかかわりの中�で学ぶことができ�

るように，どの題材でも次�のような四つの段階を仕組�みま�

し�た。�

Ａ：生活見つめから入る題�材との出会い�

Ｂ：子ども自らが考える学�習計画�

Ｃ：実習を通�し�ての課題追求�

Ｄ：家庭生活に生かす場の�設定�

　�

　�

　�

　�

Ａ：題材の入り口では，題材�で扱う内容や素材について�家�

庭で取材を�し�，そこから題材との出会いが�できるように�し�

ま�し�た。子どもたちは�「家ではこう�じ�みそを使うよ」�「わた�

し�はおばあちゃんが喜んでく�れるみそ�し�るが作りたい」と�

いう家族の好みをつかんだり�，題材への願いをもったり�す�

ることができま�し�た。�

Ｂ：子どもたちに題材の見通�し�をもたすことができれば�，�

主体的な学びが期待できます�。そこで，子どもが自分の�出�

口の姿をイメージ�し�，目的意識をもって計画的に�活動でき�

るための工夫と�し�て，掲示資料�（題材計画）�を常設するとと�

もに，学習の足跡に�し�ていきま�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

Ｃ：「お母さんがやっている�みたいに，大きさをそろえ�て�

切ってみよう」といった具合�に，家庭生活を想起�し�ながら�

課題を追求させたり，�「だから，�おばあちゃんは固い実か�ら�

順にゆでていくのか」といっ�た実感をともなった気づき�を�

させま�し�た。�〈研究内容�（2）�にて後述〉�

Ｄ：題材の最後の時間には，�生活に役立つ実感を味わわ�せ�

る振り返りの授業を位置づけ�ま�し�た。子どもたちは「歯�の�

悪いお�じ�いちゃんのことを考えて，�ゴボウをやわらかくゆ�

でてくれてうれ�し�かったよ」といった家族�の言葉から，家�

族のために役立った喜びや，�自分の工夫�し�たことが認めら�

れた充実感を味わうことがで�きま�し�た。�

　�

　�

家族とのかかわりの中から課�題を見つけ�
その解決に向けて自ら工夫�し�ていく子ども�

あたたかいごは�んとみそ�し�るを作ろう　　全�9時間�

第１時（ごはんとみそ�し�る）�
家庭からの取材結果をもとに交流�し�合い，�ごはんとみそ�し�るのよさ�
が分かる。�

第２，３時（米飯）�
加熱によって，�米がごはんになることが分かり，�ごはんのたき方の�
基礎的な技能を身につける。�

（１）�　家族とのかかわりの中で自�然に学ぶことができる指�

導構想のあり方�

（２）�　指導のねらいと子どもたち�の課題追求の方向が一体�

化する授業展開のあり方�
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　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

3．研究内容�（２）�について�

　家庭科は実践的・体験的�な学習活動を大切に�し�ています�

が，活動を通�し�ての子どもたちの学びが�浅く，活動を�し�て�

いるだけに終わって�し�まうことがあります。それ�は，家庭�

科の学習内容には多様な価�値があり，追求方向がズ�レ�やす�

いことに起因�し�ています。そこで，単位�時間の授業では，�

どの子も本時のねらい�（追求すべき方向）�に向かうための鍵�

となるものが必要となりま�す。それを「キーワー�ド�」と�し�

て位置づけ，多様な活動を�保証�し�ながら，ねらいからズ�レ�

ることなく追求できるよう�に�し�ま�し�た。�

　Ｙ児は「あたたかいごは�んとみそ�し�るを作ろう」の５時�

間目までに，家族全員の実�の好みを取材�し�てきており，そ�

こから「おい�し�いだいこんのみそ�し�るが作れるようになり�

たい」という願いをもちま�し�た。一方で，第５時のねら�い�

である「材料にあった実の�切り方，入れ方」については�，�

母親から「固いものから順�にゆでるとよい」ことを聞い�て�

はいたものの，具体的な見�通�し�はあまりもてていないと�い�

う実態がありま�し�た。そこで，課題を把�握する際に，次よ�

うな２種類の実をゆでた実�物見本を見せ，なぜそうなっ�た�

かを考えさせま�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　「Ａのねぎはグチャグチャ�だけど，Ｂはシャキシャキ�し�

ていておい�し�そう」�「お母さんの言う通り，�実を入れるタイ�

ミングが大事なんだね」�「切る大きさがそろってい�ないと，�

ゆでたときに固さに違いが出�てくるね」�

　自�分�た�ち�が�家�庭�で�行�っ�た�取�材�結�果�と�教�師�の�資�料�提�示�に�

よって，家庭生活を想起�し�ながら，実をゆでる実�習の見通�

し�をもつことができま�し�た。これらの子どものつ�ぶやきを�

類型化�し�，�「実を入れるタイミング」�「実の大きさ」という�

キーワー�ド�を板書�し�，�実習に向かわせま�し�た。�Ｙ児は，�「だ�

いこんがやわらかくなってか�ら，ねぎを入れよう」という�

見通�し�をもち，だいこんを取り皿に�とって，は�し�でさ�し�な�

がら固さを確かめ調理を�し�ていま�し�た。このように，具体�

的な課題追求の視点であるキ�ーワー�ド�をもとに実習をさせ�

ることで，子どもたちは多様�な活動を生み出�し�ながら，ね�

らいの実現に向かっていくこ�とができま�し�た。�

　�

おわりに�

　家族とのかかわりを大切に�し�，家族の中で学ぶ場を題材�

指導計画に位置づけたことに�よって，子どもの働きかけに�

家族が応え，家庭の仕事を通�し�てふれあいが多くなり，家�

族�の�一�員�とし�て�の�自�分�に�気�づ�く�姿�へ�と�変�容�し�て�い�き�まし�

た。また，�「キーワー�ド�」�を設定�し�たことで，教えることと�

考�え�さ�せ�る�内�容�が�明�確�に�な�り，ね�ら�い�の�実�現�に�迫�る�実�践�

的・体験的な活動を展開する�ことができま�し�た。�

第４時（みそ�し�る）�
みそ�し�る作りには，欠かせないポイン�ト�（�手順，みそや水の分量，�
だ�し�）があることが分かる。�

第５時（みそ�し�る）�
材料にあった実の入れ方や切り方ができ�る。�

第６時（ごはんとみそ�し�る）�
ごはんとみそ�し�るの調理にかかる時間を明らかに�し�，�２つの調理を�
同時にするための計画を立てることがで�きる。�

第７�,�８時（ごはんとみそ�し�る）�
できあがりが�「�ほかほか」�かつ�「�あったか」�になるように２つの調�
理を同時にすることができる。�

家庭で実践する期間を１週間ほどとる。�

第９時（ごはんとみそ�し�る）�
家�庭�で�作�っ�て�み�た�ご�は�ん�や�み�そ�し�る�が�家�族�か�ら�喜�ば�れ�る�こ�と�の�よ�
さを味わい，これからも進んで調理�し�ていこうとする。�

子どもたちのつぶやきか�ら�

実物見本�

Ａ：�「�ねぎと�じ�ゃがい�

もを均等に切り，�同時�

に�お�湯�の�中�に�入�れ�て�

７�～�８�分�ゆ�で�た�も�

の」�

Ｂ：�「�じ�ゃがいもがほ�

ぼ�ゆ�で�あ�が�り�そ�う�に�

なってから，�さっとね�

ぎを入れたもの。�大き�

さ�に�多�少�の�ば�ら�つ�き�

をもたせてある」�
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小家の実践�

2．学年の系統性�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

3
年�

「お金体験ゲーム」�を通�し�て，�生活を支えるお金の流�

れを理解する�と共に，お金を�計画的に使�う必要性に�

気づいて，お金を�上手に使お�うとする子�どもを育て�

る。�

4
年�

「ミニ労働体験活動」�を通�し�て，�労働と金銭の価値を�

実感すると共に，�自分の限られたお金�（おこづかい）�

を大切に有効に使おうと�する子どもを育てる。�

5
年�

「リサイクル�ショップで�の換金模擬�体験活動」を通�

し�て，�自分の消費生活を見直�し�，�物を大切に扱おうと�

する気持ちを�育てると共�に，お金を計画�的に使おう�

とする子どもを育てる。�

6
年�

プリペイ�ド�カ�ー�ド�とお金�の長所・短�所を比較�し�，討�

論する活動」�を通�し�て，�それぞれの長所や短所を�知る�

と共に，プリペイ�ド�カー�ド�や�お金を計画�的に使おう�

とする子どもを育てる。�

ものやお金を大切にする子どもの育成�
― 金銭にかかわる活動の場の工夫を通して―�

小学校家庭科研究会�

は�じ�めに�

　現在，子どもたちの身の�回りには，ものやサービス�が溢�

れ，お金さえあれば欲�し�いものがいつでも手に�入ります。�

また，ものが豊富にあるだ�けでなく，どんどん購買意�欲を�

かき立てる新商品が開発さ�れるため，ものを大切にせ�ず粗�

末に扱ったり簡単にものを�捨てたり�し�ています。各家庭に�

おける，ものやお金に対す�る価値観は多様化�し�ており，一�

概に一定の価値観にあては�めての学習を展開すること�は，�

かなり難�し�い時代です。�し�か�し�，�このような時代だから�こそ，�

ものやお金を大切に�し�，有効に活用�し�ていくための学習を�

行うことは，これからの社�会の中で，人間と�し�て自立�し�て�

生きていく力を育てる上で�大変重要なことだと思いま�す。�

　�

1．研究の基本的な考え方�

（１）�　子どもの実態�

　現�在�の�子�ど�も�た�ち�の�大�き�な�特�徴�とし�て,指�示�さ�れ�た�こ�と�

はできますが自ら進んで考�えたり，行動�し�たりする力が不�

足�し�ています。日常の学級生活の�中では，自分の持ちもの�

は大切に扱っていますが，�使った道具の後かたづけが�不十�

分であったり，たとえ自分�のものであっても手元から�離れ�

ると拾得物と�し�て発見されても見向きも�せず，ものを大切�

に取り扱う気持ちが薄くな�っています。また，目新�し�いも�

のを次々に買ったり，後の�ことを考えずに無計画に買�った�

り�し�ている子どもも見られ，お金�の大切さをあまり意識�し�

ていない傾向も見受けられ�ます。�

（２）�　めざす子ども像�

　・ものやお金を大切にす�る子ども�

　・ものやお金の価値が分�かる子ども�

　・ものやお金を計画的に�使う子ども�

（３）�　研究内容�

　家庭科の学習や特別活動�の時間において，自分の消�費生�

活を見つめ直す活動やお金�にかかわる活動の場を工夫�し�て�

いきます。そうすることに�よって，子どもは，金銭に�対�し�

て関心を示すようになり，�ものやお金を大切に�し�ていくと�

考えています。�

　�

3．実践例�

第５学年「見つめよう　私の�住まい方�

　　　　～不用品すっきり大�作戦～」�

（１）�　題材の目標�

　・身の回りの持ちものを見�直すことにより，これから�の�

も�の�の�使�い�方�や�買�い�方�に�生�か�そ�う�と�す�る。�（�関�心�・�意�

欲・態度）�

　・地域や環境を考えた生活�の�し�かたを考え，消費者と�し�

てできることを工夫する�。�（創意・工夫）�

　・身の回りや住まいの清潔�に関心をもち，適切な整理�・�

整とんやそうじができる�。�（技能）�

　・適切なごみの処理の�し�かたや出�し�方を知り，不用品の�

活用の方法を理解する。�（知識・理解）�

（２）�　計画�（全８時間）�

　第１次：自分の身の回りを�見つめる…②�（本時）�

　第２次：整理・整とんやそ�う�じ�，ごみの出�し�方…⑥�

（３）�　学習活動の実際�

１）�「消費生活を見つめ直す�活動」において�
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　�

　�

　�

　�

　�

　事前に家庭で身の回りの�持ちもの調べをさせ，それら�が�

「自分にとって必要か」を�考える活動を設定�し�ま�し�た。す�

ると�「たくさんありすぎて�使わないものがある」�「以前は必�

要だったけど，今では必要�でなくなった」などの意見が�出�

され，自分の持ちものを見�直すきっかけができま�し�た。ま�

た，必要でなくなったもの�の購入価格をプリン�ト�に書き出�

し�て，計算させま�し�た。金額を合計させると，子�どもたち�

は�「いらないものがたくさ�んあるね。�」�「こんなにお金を使っ�

ていたんだね。もったいな�いな。�」�と不用品の多さや金額の�

高さに驚きの声をあげてい�ま�し�た。�学習後の感想には�「もっ�

たいない。�」�「みんなが持っている�と欲�し�くなるけど，これ�

からはがまんも必要だ。�」�「必要なものだけ買おう�」などと�

書かれていま�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

2）�「金銭にかかわる活動」�において�

　「不必要なものを増やさ�ない方法を考えよう」をめあ�て�

に，子�ど�も�た�ち�が�持�ち�寄�っ�た�不�用�品�の�実�物�を�リ�サ�イ�ク�ル�

シ�ョ�ッ�プ�で�換�金�す�る�模�擬�体�験�活�動�を�仕�組�み�ま�し�た。こ�の�

ショップで，自分が購入�し�た価格や買い取ってもらいた�い�

価格と買い取り価格との差�に愕然とする子どもたちが多�く�

いま�し�た。�

　次に，�一人一人に，�その不用品を売るか売らな�いか，�「意�

思決定の木」�を用いて考えさせま�し�た。�「意思決定の木」�と�

は，売�る�・�売�ら�な�い�の�ど�ち�ら�に�つ�い�て�も�長�所�・�短�所�を�考�

え，最終的に売るか売らない�か判断するという思考過程を�

通�し�て，�自分の意思を決定�し�ていくものです。�このように，�

売るか売らないか葛藤場面を�仕組むことで，物の買い方を�

見つめ直す活動につなげてい�きま�し�た。この換金模擬体験�

活動を通�し�て，子どもたちは，不必�要なものを増やさない�

ためには，ものを買うときに�自分の生活を見つめ，必要か�

どうかをよく考えて買�

うことが大切であるこ�

とを実感�し�たようです。�

　さらに，整理・整と�

んが不十分だったため�

に，不必要な買いもの�

を�し�た経験を掘り起こ�

し�，�次時の整理�・�整とん�

の学習につなげま�し�た。�

　�

おわりに�

　今回の授業を通�し�て，子どもたちの生活�にお金を関連づ�

けることができ，子ども自身�がものやお金を大切に�し�よう�

とする意識を持つことができ�ま�し�た。このように，小学校�

教育課程�（学級活動・家庭科）�の中に金銭を題材に�し�た３年�

生�か�ら�６�年�生�ま�で�の�指�導�計�画�を�作�成し�授�業�検�証し�た�こ�と�

は，今まで教育現場で金銭に�関する指導について，系統立�

てられたものはなかったとい�う点で意義深いものと考えて�

います。�（文責：開隆堂編集部�）�

不用品をリサイクルショップで換金する模擬体験活動�
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人との共生�

平成17年度用「わたしたちの家庭科5・6」は，児童の「思い」や「気�

“生活に生きる確かな力を身につける�

発展的な学習 「基礎・基本」と系統性�

主体的な学習への取り組み� 人との共生・ 

調べてみる�

話し合ってみる�

やってみる� 考えてみる�
ふれあいの輪を広げよう�

家族�
・�
家庭�

異世代�
の人�

異文化圏�
の人�

ふり返ってみる� 生活に生かす�

教科書 p.38 教科書 p.34

教科書 p.72 教科書 p.45

教科書 p.41

●「基礎的・基本的」な知識や技能の習得からステップアップしていくことが�
　できるように，実習や製作題材の選択・配列を工夫して，2学年を通して学習が�
　系統性をもってすすめられます。�

●それぞれの学習に深く関連　
　て，発展　として適切な箇　
　学習したことが児童個々の　
　学習を深めていくことがで　

●児童の「思い」や「気づき」からはじまって，課題意識をもって�
　学習に取り組むことができます。また，学習したことを自らふり返り，�
　生活に生かしていく手だてが示されています。�

●21世紀の課題ともいえる，人と人がた　
　いくことや，環境にかかわる問題への取　
　そった取り組みができます。�

ごはんとみそしるの学習を深める�

みその種類や作り方を調べて�
みよう（教科書 p.39）�発展�発展�

快適な住まい方を考えよう�

環境を考えた住まいについて�
調べよう（ソーラーシステム）�
（教科書 p.49）�

発展�発展�

地域とのつながりを広げよう�

地域の活動に参加�
（教科書 p.95）�発展�発展�

学校�

地域�

ガスこんろ（熱源）�
の使い方�

食生活（特に調理）に�
関すること�

家族や住生活などに�
関すること�

衣生活�
（特に被服製作・衣服の手入れ）�

に関すること�

はかり・計量スプーン�
の使い方�

ほうちょうの�
扱い方�

計量カップの�
使い方�

だしのとり方�

フライパンの�
使い方�

食事の計画�

針と糸の使い方�

ぬい方�

まち針のとめ方・�
指ぬきの使い方�

ミシンの使い方�

アイロンの使い方�

手入れのしかた�

洗たくのしかた�

野菜サラダ�
針と糸を使って�
作る小物�

布で作ってみる�

身の回りの�
整理・整とん�

身の回りの�
そうじ�

快適な住まい方�
明るさ，�

あたたかさ，�
風通し�

生活時間の�
くふう�

金銭や物の�
使い方�

1日の生活を�
見つめる�

ごみのしまつ�

そうじのしかた�

生活時間調べ�

金銭の使い方・�
物の使い方�

家庭の仕事�

衣服を整える�

生活を楽しくする�
物作り�

リフォーム�

ごはんと�
みそしる�

朝食に合う�
おかず�

1食分の食事�
基本的な作り方を�
参考にしてくふうする�

楽しい食事� 楽しく使う・手入れをする� 快適な生活をする�

楽しく
家庭生活
楽しく

家庭生活
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布�

綿花�
めん　か�

着る�

人にゆずる�

手入れを�
する�
�

衣服ができ�
るまでには，�
多くのエネ�
ルギーと費�
用が使われ�
ています。�

環境とのかかわり�

教科書”�
づき」を大切にし，�

として，特に以下の点を重視して編集しました。�編集部�

紙面の工夫�の取り上げ方�

「題材の構成」と「学習の展開」の工夫� 環境とのかかわり�

●授業がイメージしやすく，実習や製作の流れがわかりやすいように，見開き�
　ページの示し方，実習や製作の手順の示し方を工夫していますので，無理なく�
　学習がすすめられます。�

する内容を，授業時間数も考慮し�
所に適度に取り入れていますので，�
興味や関心につながって，さらに�
きます。�

がいに支え合い，つながりながら生活して�
り組みなどについて，児童の発達段階に�

●指導時間数や学習の系統性を重視した構成や配列にしてありますので，�
　児童の思考の流れにそって，学習が展開できます。�

身の回りを�
見つめてみよう�

①どのように生活して�
　いるかな�
②わたしにできること�
　をやってみよう�

よりよい生活を�
めざそう�

地域とのつながりを�
広げよう�
�

生活に�
生かそう�

①生活を楽しくする�
　物を作ろう�
②楽しい食事をくふ�
　うしよう�

計画的に�
生活しよう�

①生活を見直そう�
②衣服を整えよう�
③金銭や物の使い方�
　を考えよう�

くふうして�
みよう�

①身の回りを気持ち�
　よくしよう�
②快適な住まい方を�
　考えよう�
③家族とのふれあい�
　を楽しもう�

作ってみよう，�
調べてみよう�

①布で作ってみよう�
②作っておいしく�
　食べよう�

生活を楽しくする物を作ろう�

ファスナーつき小物入れ�
模様をつけよう（教科書 p.81、89）�発展�発展�

楽しい食事をくふうしよう�

野菜のに物（教科書 p.87）�発展�発展�

衣服を整えよう�

Ｔシャツと毛のセーターは同じ洗ざいを�
使っていいのかな（教科書 p.68）�発展�発展�

よりよい�
をめざして�
よりよい�
をめざして�

教科書 p.20、21

教科書 p.72


